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(57)【要約】
【課題】　
　支柱に対する棚板コーナー部の組立作業を単純化して
組立工数を削減し、組立て後に剛性を備えることができ
る組立式スチール棚のコーナー金具、及びその取付け方
法を提供する。
【解決手段】
　コーナー金具２は、互いに直交する縦長側壁３ｃの一
方の側壁３ａの延設する側端部に舌片１８が突設される
と共に、他方の側壁３ｂに係止具用係止孔２０が形成さ
れ、棚板スカート部６ａの横長孔８ｂに挿通係止した舌
片１８を中心としてコーナー金具２を水平回動した際、
他方側壁３ｂの係止具用係止孔２０がスカート部６ｂの
係止具用係止孔と対応するように構成される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コーナー部を中心として直交する天板外周縁から下方に折り曲げられたスカート部に複
数の係止孔を形成した棚板と、直交する両側面の縦方向に沿って複数の係止孔を形成した
支柱と、前記棚板の両スカート部及び前記支柱の両側面に接合可能に直交する側壁を有す
ると共に、これら両側壁に前記スカート部の係止孔、並びに前記支柱両側面の係止孔に夫
々係止する係止部を備えたコーナー金具と、を有して構成される組立式スチール棚に用い
るコーナー金具であって、
　前記コーナー金具は、互いに直交する側壁の一方に延設する側端部に舌片が突設される
と共に他方の側壁に係止具用係止孔が形成され、前記棚板スカート部の係止孔に挿通係止
した舌片を中心としてコーナー金具を水平回動した際、他方側壁の係止具用係止孔がスカ
ート部の係止具用係止孔と対応するように構成されている
　ことを特徴とするコーナー金具。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記舌片が、コーナー金具の内壁側に向けて段差部を有するカギ形に折曲形成され、前
記段差部は、棚板スカート部の肉厚に対応する段差を形成することによって、係止孔に挿
通した舌片を中心としてコーナー金具を水平回動させる際、舌片の段差部が係止孔の周縁
に当接保持されてコーナー金具の移動が拘束される
　ことを特徴とするコーナー金具。
【請求項３】
　請求項１または２において、
　コーナー金具の両側壁に備えた係止部は、直交する両内側壁からそれぞれ突設する第１
、第２係止突起として構成され、前記舌片を中心として前記コーナー金具を水平回動した
際、前記第１、第２係止突起が、直交する両スカート部の係止孔に夫々対応するように配
置されることによって、舌片を中心としてコーナー金具を水平回動させた際に、第１、第
２係止突起が両スカート部の係止孔に夫々係止される
　ことを特徴とするコーナー金具。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかにおいて、
　コーナー金具の両側壁に備えた係止部は、前記第１、第２係止突起の下方に直交する両
内側壁からそれぞれ突設する第３、第４係止突起として構成され、前記舌片を中心として
前記コーナー金具を水平回動した際、前記第３、第４係止突起が、両スカート部の下端縁
に夫々対応するように配置される
　ことを特徴とするコーナー金具。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれかにおいて、
　前記コーナー金具の直交する両側壁上端縁には、前記棚板の天板に対応する位置に係止
片が内側に向けてそれぞれ折曲形成され、前記係止片は、コーナー部の両側壁上端縁に形
成された一対の第１係止片と、前記第１係止片からそれぞれ延設する方向に離間した両側
壁の上端縁に形成された一対の第２係止片とから構成される
　ことを特徴とするコーナー金具。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれかにおいて、
　コーナー金具の両側壁に備えた係止部は、前記支柱両側面の係止孔に対応するよう直交
する側壁から外方に向けて縦方向に突設した複数の係止爪から成り、これら係止爪は、コ
ーナー金具の同一高さに配置される一方側端部の舌片ないし他方側壁の係止孔に対し、上
下に離間した位置に配置される
　ことを特徴とするコーナー金具。
【請求項７】
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　コーナー金具の直交する両側壁に形成される複数の係止部を、棚板のコーナー部を中心
として直交する天板外周縁から下方に折り曲げられた両スカート部の複数の係止孔に夫々
係止すると共に、前記コーナー金具の両側壁に形成された他の複数の係止部を、支柱の直
交する両側面の縦方向に形成した複数の係止孔に係止して組立式スチール棚を組立てるコ
ーナー金具の取付け方法に於いて、
　前記コーナー金具の互いに直交する側壁の一方に延設する側端部に突設した舌片を、前
記棚板のスカート部に形成した係止孔に挿通係止した状態で、前記舌片を中心としてコー
ナー金具を水平回動した際、前記スカート部の他方側壁に形成された係止具用係止孔が、
スカート部の係止具用係止孔に対応すると共に、前記コーナー金具の直交する両側壁に形
成された複数の係止部が、直交する両スカート部に形成された他の複数の係止孔、並びに
両スカート部の下端縁に対応し、次いで前記コーナー金具の直交する両側壁に形成された
複数の係止部を縦方向に突設した複数の係止爪として形成し、これら複数の係止爪を前記
支柱両側面の係止孔に係止する
　ことを特徴とするコーナー金具の取付け方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、支柱に取り付けられて棚板のコーナー部を支持する組立式スチール棚用コー
ナー金具、コーナー金具の取付け方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　組立式スチール棚等に用いられるコーナー金具は、断面がＬ字型に形成された４本の支
柱に対し棚板のコーナー部を着脱可能に取り付けるためのものとして従来から種々提案さ
れている。４本の支柱には、１枚の棚板に対して少なくとも４個のコーナー金具が使用さ
れており、支柱の上下方向に複数枚の棚板を取り付けるためには、棚板枚数の４倍の数の
コーナー金具が必要とされている。
【０００３】
　例えば、特許文献１に示されている組立式スチール棚の棚板は、天板と、その外周縁か
ら下方に折り曲げられた側壁（スカート部）が形成されており、左右側壁が互いに当接す
る部分は上下方向にカットされ、側壁が互いに接し合わないコーナー部が形成されている
。
【０００４】
　棚板の側壁には、このコーナー部を中心として、左右対称に支柱のボルト孔に対応して
横長のボルト孔が設けられ、コーナー部から遠ざかった左右対称位置にはそれぞれ係止孔
が設けられている。
【０００５】
　上記支柱は、帯状の鋼板が縦長方向に伸びる中心線に沿って直角に折り曲げられた状態
を呈しており、直角に交わる一対の柱側板からアングル状に形成されている。この両柱側
板には、直交部分を中心として左右対称に一対の長孔からなるボルトを挿通するためのボ
ルト孔が設けられ、それより若干下方には両側に一対の案内孔が穿設されている。これら
ボルト孔と案内孔との組み合わせの複数組が支柱の長手方向に亘って設けられている。
【０００６】
　コーナー金具は、上下方向に延びる中心線周りに中央部が鈍角になるように左右に折り
曲げられた鈍角部側板が形成されると共に、この下部には、全体的に外方に膨出した三角
形状の膨出側板が形成されて棚板コーナー部の内側面に配置されている。
【０００７】
　そこで、棚板を取り付けるに際し、この棚板コーナー部の外側面に配置される支柱の外
側から、ボルトを棚板の側壁、コーナー金具を貫通したのちナットで螺着することで４本
の支柱に固定された状態となる。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】実開平６－９５２６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　特許文献１のコーナー金具は、角部が鈍角に折り曲げられているので、ボルトが支柱、
棚板、及びコーナー金具を貫通してナットに螺着され、ナットを強固に締め付けていない
状態では、コーナー金具を嵌挿したボルトは棚板の側壁に対して浮き上がった状態になる
。この状態で、ボルトを更に強く締め付けると、コーナー金具の浮き上がりの距離が縮じ
まり、コーナー金具の角部は直角に漸近するので、コーナー金具の両側部に設けられた係
止突起は、棚板のコーナー部に向かって移動して棚板側壁の係止孔側壁に当接し、側板と
支柱との結合を確実なものとしている。
【００１０】
　しかしながら、特許文献１では、棚板のコーナー部を各支柱に取り付けるコーナー金具
には２本のボルトが使用されていることから、１枚の棚板を４本の支柱に取り付けるコー
ナー金具には８本のボルトが使用される。このことから、支柱、棚板を支えた状態でコー
ナー金具と支柱、並びに棚板、それぞれの挿通孔どうしの位置合わせ作業が困難となるだ
けでなく、棚板の段数に比例して組立作業に多くの時間を要することになる。
【００１１】
　また、ボルト挿通孔の数が多いと、挿通孔とボルトの遊びの範囲での累積誤差によりス
チール棚に歪みが生じるため、組み立て後に歪みの調整に手間が掛かり、組み立て工数の
増加が余儀なくされていた。
【００１２】
　本発明は、上述した事情に鑑みてなされたもので、支柱に対する棚板コーナー部の組立
作業を単純化して組立工数を削減し、組立て後に剛性を備えることができる組立式スチー
ル棚のコーナー金具、及びその取付け方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明に係る組立式スチール棚用コーナー金具では、コーナー部を中心として直交する
天板外周縁から下方に折り曲げられたスカート部に複数の係止孔を形成した棚板と、直交
する両側面の縦方向に沿って複数の係止孔を形成した支柱と、前記棚板の両スカート部及
び前記支柱の両側面に接合可能に直交する側壁を有すると共に、これら両側壁に前記スカ
ート部の係止孔、並びに前記支柱両側面の係止孔に夫々係止する係止部を備えたコーナー
金具と、を有して構成される組立式スチール棚に用いるコーナー金具であって、前記コー
ナー金具は、互いに直交する側壁の一方に延設する側端部に舌片が突設されると共に他方
の側壁に係止具用係止孔が形成され、前記棚板スカート部の係止孔に挿通係止した舌片を
中心としてコーナー金具を水平回動した際、他方側壁の係止具用係止孔がスカート部の係
止具用係止孔と対応するように構成されていることを特徴とする。
【００１４】
　本発明によれば、コーナー金具の組立時に、棚板スカート部の係止孔に挿通係止した舌
片を中心とする水平回動のみの単純作業でコーナー金具の係止具用係止孔をスカート部の
係止具用係止孔に対応させることができる。また、コーナー金具を棚板コーナー部に組付
けるに際し、一方側が舌片で係止されているので他方側を１本の係止具（ボルト等）によ
り締着するだけで足り、係止具の本数を大幅に減らすことができるので組立工数を削減す
ることができる。
【００１５】
　前記舌片が、コーナー金具の内壁側に向けて段差部を有するカギ形に折曲形成され、前
記段差部は、棚板スカート部の肉厚に対応する段差を形成することによって、係止孔に挿
通した舌片を中心としてコーナー金具を水平回動させる際、舌片の段差部が係止孔の周縁
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に当接保持されてコーナー金具の移動が拘束されるので、水平回動時における舌片の抜き
出しが防止されて正確な位置合わせができる。
【００１６】
　コーナー金具の両側壁に備えた係止部は、直交する両内側壁からそれぞれ突設する第１
、第２係止突起として構成され、前記舌片を中心として前記コーナー金具を水平回動した
際、前記第１、第２係止突起が、直交する両スカート部の係止孔に夫々対応するように配
置されることによって、舌片を中心としてコーナー金具を水平回動させた際に、第１、第
２係止突起が両スカート部の係止孔に夫々係止されるので、単純な水平回動作業で第１、
第２係止突起を両スカート部の係止孔に確実に係止することができ、組立後のコーナー金
具に剛性を備えることができる。
【００１７】
　コーナー金具の両側壁に備えた係止部は、前記第１、第２係止突起の下方に直交する両
内側壁からそれぞれ突設する第３、第４係止突起として構成され、前記舌片を中心として
前記コーナー金具を水平回動した際、前記第３、第４係止突起が、両スカート部の下端縁
に夫々対応するように配置されることによって、コーナー金具の単純な回動作業で棚板の
両スカート部の下端縁を確実に係合保持することができる。
【００１８】
　前記コーナー金具の直交する両側壁上端縁には、前記棚板の天板に対応する位置に係止
片が内側に向けてそれぞれ折曲形成され、前記係止片は、コーナー部の両側壁上端縁に形
成された一対の第１係止片と、前記第１係止片からそれぞれ延設する方向に離間した両側
壁の上端縁に形成された一対の第２係止片とから構成されることによって、コーナー金具
が両側壁の第１係止片と延設部上端縁に離間して設けた一対の第２係止片により棚板コー
ナー部がコーナー金具の間隔の広いスパンで支持されるので、棚板の左右に作用する捩れ
モーメントに対し安定する。
【００１９】
　コーナー金具の両側壁に備えた係止部は、前記支柱両側面の係止孔に対応するよう直交
する側壁から外方に向けて縦方向に突設した複数の係止爪から成り、これら係止爪は、コ
ーナー金具の同一高さに配置される一方側端部の舌片ないし他方側壁の係止孔に対し、上
下に離間した位置に配置されることによって、コーナー金具に支柱を係止した状態におい
てスチール棚は、剛性が得られるので支柱に作用する横方向のモーメントに対して安定す
る。
【００２０】
　本発明に係るコーナー金具の取付け方法では、コーナー金具の直交する両側壁に形成さ
れる複数の係止部を、棚板のコーナー部を中心として直交する天板外周縁から下方に折り
曲げられた両スカート部の複数の係止孔に夫々係止すると共に、前記コーナー金具の両側
壁に形成された他の複数の係止部を、支柱の直交する両側面の縦方向に形成した複数の係
止孔に係止して組立式スチール棚を組立てるコーナー金具の取付け方法に於いて、前記コ
ーナー金具の互いに直交する側壁の一方に延設する側端部に突設した舌片を、前記棚板の
スカート部に形成した係止孔に挿通係止した状態で、前記舌片を中心としてコーナー金具
を水平回動した際、前記スカート部の他方側壁に形成された係止具用係止孔が、スカート
部の係止具用係止孔に対応すると共に、前記コーナー金具の直交する両側壁に形成された
複数の係止部が、直交する両スカート部に形成された他の複数の係止孔、並びに両スカー
ト部の下端縁に対応し、次いで前記コーナー金具の直交する両側壁に形成された複数の係
止部を縦方向に突設した複数の係止爪として形成し、これら複数の係止爪を前記支柱両側
面の係止孔に係止する。これにより、コーナー金具の組立作業が単純化されると共に、使
用される係止具（ボルト）の本数を大幅に減らすことができるので、組立工数を削減する
ことができ併せて組立後のコーナー金具に剛性が備えられるので、支柱に作用する横方向
のモーメントに対して安定する。
【発明の効果】
【００２１】
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　本発明によれば、コーナー金具の組立時に、スカート部の係止孔に挿通係止した舌片を
中心として水平回動することで、コーナー金具の係止具用係止孔がスカート部の係止具用
係止孔に対応する。これにより、コーナー金具の組立作業を単純化すると共に係止具（ボ
ルト）の使用本数を大幅に減らすことができるので組立工数を削減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】コーナー金具を使用して棚板を支柱に取り付けた組立式スチール棚の一例を示す
部分斜視図である。
【図２】棚板コーナー部にコーナー金具を取付けた状態を示す斜視図である。
【図３】コーナー金具を裏面上方側から見た斜視図である。
【図４】棚板をコーナー部から視た部分斜視図である。
【図５】棚板コーナー部にコーナー金具を取り付ける動作を示す説明図である。
【図６】コーナー金具の組立時におけるコーナー金具と棚板スカート部の対応関係を示す
説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下、本発明に係るコーナー金具の実施形態について図面を参照して説明する。
（組立式スチール棚の構成）
　図1～図３に示すように、組立式スチール棚１は、全てスチール鋼板を加工したものか
ら構成されており、矩形状に形成された棚板４と、この棚板４の四隅（コーナー部）に取
付けられる４つのコーナー金具２（図１では１つのみ表示）と、これらコーナー金具２の
係止部（後述する）に係止されて棚板４を水平に保持する４本の支柱２５とが主要な構成
要素となっている。
【００２４】
（棚板の構成）
　棚板４は、図４に示すように平坦な天板５の外周縁から下方に折り曲げられた所定幅の
側壁（スカート部６ａ，６ｂ）が形成されている。棚板２のスカート部６ａ，６ｂは、後
述するコーナー金具が取り付けられるコーナー部の両側にコーナー部を中心として互いに
直交するよう構成されており、コーナー部から離れる方向には係止孔となる一対の横長孔
８ａ，８ｂないし１０ａ，１０ｂが夫々同じ高さ位置に形成されている。
【００２５】
　棚板２の一方のスカート部６ａには、コーナー部から最も離れた位置に横長孔８ｂが形
成されて後述する舌片１８を係止する係止孔として使用される。他方のスカート部６ｂに
もコーナー部から最も離れた位置に横長孔１０ｂが形成されており、係止具（ボルト）Ｂ
を挿通係止するための係止具用係止孔として使用される。
【００２６】
　尚、棚板４の各コーナー部におけるスカート部６ａ，６ｂは、直交する部位に天板５か
ら所定幅の切り込み３０が縦方向に形成されており、棚板スカート部のコーナー部の曲げ
加工を容易にしている。また、スカート部６ａ，６ｂの下端縁は、内方に折り返された折
返し部７が形成することで、下端縁に切断時のバリを設けないようにして作業上の安全性
が図られている。
【００２７】
（コーナー金具の構成）
　コーナー金具２は、互いに直交するコーナー部が下方に突出した縦長側壁３ｃとして形
成され、縦長側壁３ｃの左右両側には側壁３ａ，３ｂが延設している。縦長側壁３ｃの直
交する上端縁には左右一対の第１係止片１２ａ，１２ａと、これら第１係止片１２ａ，１
２ａから延出方向に離間した左右一対の第２係止片１２ｂ，１２ｂとが内側に向けて水平
に折曲形成されている。
【００２８】
　第１係止片１２ａ，１２ａと第２係止片１２ｂ，１２ｂの間には、上端縁から側壁に臨
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む切り込み凹部１４が形成されており、第１係止片１２ａ，１２ａと第２係止片１２ｂ，
１２ｂを互いに分離独立している。
【００２９】
　互いに直交する縦長側壁３ｃの一方に延設する側壁３ａ端部には、舌片１８が突出する
と共に、他方の側壁３ｂの延設部には、係止具（ボルト）用係止孔２０が形成されている
。舌片１８は、一方のスカート部６ａの横長孔８ｂに挿通係止すると共に他方の係止具（
ボルト）用係止孔２０は、他方のスカート部６ｂのコーナー部から最も離れた係止具用係
止孔となる横長孔１０ｂに対応するようになっている。
【００３０】
　舌片１８は、図３に示すように、コーナー金具２の内壁側に向けて段差部１８ａを有す
るカギ形に折曲形成され、舌片１８をスカート部６ａの横長孔８ｂに挿通係止することで
、舌片１８を中心としてコーナー金具２を水平回動させる際、舌片１８の段差部１８ａが
横長孔８ｂの周縁に当接保持されてコーナー金具２の移動が拘束されるようになっている
ので、水平回動時における舌片１８の抜き出しが防止されて正確な位置合わせができる。
【００３１】
　また、コーナー金具２の両側壁３ａ，３ｂの下端縁ないし縦長側壁３ｃの下端縁は、湾
曲する曲線で連続しており、連続する両下端縁には内側に折曲した補強用のリブ１５が形
成されている。尚、両側壁３ａ，３ｂの下端縁に形成された補強用のリブ１５は、棚板４
のスカート部６ａ、６ｂの下端を支持することもできる。
【００３２】
　図２に示すように、コーナー金具２の直交するコーナー部に近い縦長側壁３ｃの一方の
側壁３ａ側には、舌片１８と同じ高さ位置に係止部となる第１係止突起１５ａが内側壁に
プレスなどにより内方に向けて突設されている。
【００３３】
　コーナー金具２の直交するコーナー部に近い縦長側壁３ｃの他方の側壁３ｂ側には、係
止具用係止孔２０と同じ高さ位置に係止部となる第２係止突起１５ｂが内側壁にプレスな
どにより内方に向けて突設している。
【００３４】
　コーナー金具２の縦長側壁３ｃの一方の側壁３ａ側に形成された第１係止突起１５ａの
下方、ないし縦長側壁３ｃの他方の側壁３ｂ側に形成された第２係止突起１５ｂの下方に
は、第３係止突起１６ａ及び第４係止突起１６ｂが内側壁にプレスなどにより内方に向け
て突設されている。
【００３５】
　コーナー金具２のコーナー部に近い両縦長側壁３には、縦方向に複数（本実施形態では
３個）の係止部２２、２４が突設しており、これら係止部２２は、下方に向く係止爪２２
ａ，２２ｂ，２２ｃとして、また係止部２４は、下方に向く係止爪２４ａ，２４ｂ，２４
ｃとして逆Ｌ字形にプレスなどにより押出し形成されている。
【００３６】
（支柱の構成）
　支柱２５は、棚板４のコーナー部をコーナー金具２により支持するもので、直交する両
側面の縦方向に沿ってホームベース形の複数の係止孔２６、２８がそれぞれ一定間隔で配
設されている。詳しくは、支柱２５の縦方向に形成された複数の係止孔２６、２８は、コ
ーナー金具２の両側壁から突設した下方に向く係止爪２２ａ，２２ｂ，２２ｃ及び２４ａ
，２４ｂ，２４ｃの横幅と同じ幅狭な下端辺として形成され、この下端辺には拡大開口部
の一方から連続する傾斜部が形成されている。
【００３７】
（コーナー金具の取付け手順）
　コーナー金具２の組立に際し、図５に示すように、先ずコーナー金具２の互いに直交す
る縦長側壁３ｃから延設する一方の側壁３ａ端部に突設した舌片１８を、棚板４一方のス
カート部６ａに形成した係止孔となる１つの横長孔８ｂに挿通係止する。
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【００３８】
　この状態で、コーナー金具２は、図５に示すように舌片１８を中心としてＡ－Ａ軸回り
に回動させると、図６に示すように他方側に延設する側壁３ｂの係止具用係止孔２０は、
棚板４の他方側のスカート部６ｂのコーナー部から最も離れた係止具用係止孔となる横長
孔１０ｂに正確に対応することができる。
【００３９】
　また、同様にコーナー金具４を水平回動する動作で、直交する両側壁３ａ，３ｂの内側
からそれぞれ突設する複数の係止部となる第１、第２係止突起１５ａ，１５ｂが、直交す
る両スカート部６ａ，６ｂの係止孔となるコーナー部に近い左右一対の横長孔８ａ，１０
ａに夫々正確に対応することができる。
【００４０】
　さらに、コーナー金具４を水平回動する動作で、第１、第２係止突起１５ａ，１５ｂの
下方の両側壁３ａ，３ｂ内側からそれぞれ突設する他の複数の係止部となる第３、第４係
止突起１６ａ，１６ｂが、直交する両スカート部６ａ，６ｂの下端縁に夫々正確に対応す
ることができる。
【００４１】
　そこで、水平回動したコーナー金具４を棚板４のスカート部６ａ，６ｂに向けて押圧す
ることで、コーナー金具４の直交する両内壁から突設した第１、第２係止突起１５ａ，１
５ｂは、直交する両スカート部６ａ，６ｂのコーナー部に近い一対の横長孔８ａ，１０ａ
にそれぞれ挿入係止される。同様に、コーナー金具４を押圧することにより、両内壁から
突設した第３、第４係止突起１６ａ，１６ｂは、直交する両スカート部６ａ，６ｂの下端
縁に夫々係止される。
【００４２】
　最後に、コーナー金具４の押圧により、棚板４の直交するコーナー部の天板５上外周縁
に第１係止片１２ａ，１２ａと第２係止片１２ｂ，１２ｂが係止されると、係止具用係止
孔２０から１本のボルトＢを横長孔１０ｂに挿通し、これにナットＮを螺着することで、
棚板４のコーナー部にコーナー金具４を確実に取付けることができる。
【００４３】
　このように、コーナー金具４は、棚板スカート部６ａの横長孔８ａに挿通係止した舌片
１８を中心として水平回動するだけの単純作業により、コーナー金具４の第１、第２係止
突起１５ａ，１５ｂが、スカート部６ａ，６ｂの左右一対の横長孔８ａ，１０ａに係止さ
れると共に、第３、第４係止突起１６ａ，１６ｂが両スカート部６ａ，６ｂの下端縁に係
止されるので、棚板スカート部６ａ，６ｂに対し正確に位置決めすることができる。
【００４４】
　これにより、コーナー金具４は、１本のボルトＢを使用して締着するスカート部６ｂの
係止孔１０ｂ及び係止具用係止孔２０が最小限で済むので、累積誤差が減少し組み立て後
のスチール棚の歪みが少なくなるため、歪みの調整作業が不要となる。
【００４５】
　さらに、位置決めされたコーナー金具４は、１本のボルトＢを係止具用係止孔２０から
横長孔１０ｂに挿通しナットＮを螺着して締結するだけで、一方の横長孔８ｂに係止して
いる舌片１８と共に棚板４のスカート部６ａ，６ｂに取付けることができるので、ボルト
Ｂの本数を大幅に減らすことができるため組立工数を削減することができる。
【００４６】
　また、コーナー金具２は、直交する縦長側壁３ｃ及び両側壁３ａ，３ｂ上端縁の左右一
対の第１係止片１２ａ，１２ａが、コーナー部から最も離れた棚板４の天板５に間隔の広
いスパンで支持されるので、棚板４の左右に作用する捩れモーメントに対し安定する。
【００４７】
　更に、コーナー金具２のコーナー部における縦長側壁３ｃには、縦方向に下方に向く３
個の係止爪２２ａ，２２ｂ，２２ｃから成る係止部２２ないし、係止爪２４ａ，２４ｂ，
２４ｃから成る係止部２４が逆Ｌ字形にプレスなどにより押出し形成されている。これら
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に形成された係止孔２６、２８の傾斜部に連続した下端辺と同じ幅で形成されている。
【００４８】
　そこで、上記係止爪２２ａ，２２ｂ，２２ｃ及び２４ａ，２４ｂ，２４ｃを、それぞれ
係止孔２６、２８に挿通した状態で落とし込むだけでコーナー金具２を支柱２５に容易に
係止することができる。
【００４９】
　コーナー金具２が、支柱２５に取付けられた状態では、コーナー金具２の同一高さに配
置される一方側端部の舌片１８ないし他方側壁の係止孔２０に対し、上下方向に離間した
２２ａ，２２ｂ，２２ｃ及び２４ａ，２４ｂ，２４ｃに支柱２５の複数の係止孔２６、２
８に係止されるので、組み立て後のスチール棚１は、剛性が得られるので支柱２５に作用
する横方向のモーメントに対して安定する。
【００５０】
　前述した実施の形態で示した各構成部材の諸形状や組み合わせ等は一例であって、本発
明の主旨から逸脱しない範囲において設計要求等に基づき種々変更可能である。以上、述
べてきた組立式スチール棚用コーナー金具、及びコーナー金具の取付け方法では、コ、ー
ナー金具２を支持する４本の支柱は、断面形状が互いに直交するＬ字形状のアングル材を
使用した例に付き説明したが、これに限らす、断面四角状の角柱や円柱にも使用すること
ができる。
【符号の説明】
【００５１】
１…組立式スチール棚
２…コーナー金具
４…棚板
５…天板
６ａ，６ｂ…スカート部
８ａ，８ｂ…横長孔（係止孔）
１０ａ…横長孔（係止孔）
１０ｂ…横長孔（係止具用係止孔）
１２ａ…第１係止片
１２ｂ…第２係止片
１５ａ…第１係止突起
１５ｂ…第２係止突起
１６ａ…第３係止突起
１６ｂ…第４係止突起
１８…舌片
２０…係止具用係止孔
２５…支柱
Ｂ…ボルト（係止具）
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【図６】

【手続補正書】
【提出日】平成22年11月4日(2010.11.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、支柱に取り付けられて棚板のコーナー部を支持する組立式スチール棚用コー
ナー金具、コーナー金具の取付け方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　組立式スチール棚等に用いられるコーナー金具は、断面がＬ字型に形成された４本の支
柱に対し棚板のコーナー部を着脱可能に取り付けるためのものとして従来から種々提案さ
れている。４本の支柱には、１枚の棚板に対して少なくとも４個のコーナー金具が使用さ
れており、支柱の上下方向に複数枚の棚板を取り付けるためには、棚板枚数の４倍の数の
コーナー金具が必要とされている。
【０００３】
　例えば、特許文献１に示されている組立式スチール棚の棚板は、天板と、その外周縁か
ら下方に折り曲げられた側壁（スカート部）が形成されており、左右側壁が互いに当接す
る部分は上下方向にカットされ、側壁が互いに接し合わないコーナー部が形成されている
。
【０００４】
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　棚板の側壁には、このコーナー部を中心として、左右対称に支柱のボルト孔に対応して
横長のボルト孔が設けられ、コーナー部から遠ざかった左右対称位置にはそれぞれ係止孔
が設けられている。
【０００５】
　上記支柱は、帯状の鋼板が縦長方向に伸びる中心線に沿って直角に折り曲げられた状態
を呈しており、直角に交わる一対の柱側板からアングル状に形成されている。この両柱側
板には、直交部分を中心として左右対称に一対の長孔からなるボルトを挿通するためのボ
ルト孔が設けられ、それより若干下方には両側に一対の案内孔が穿設されている。これら
ボルト孔と案内孔との組み合わせの複数組が支柱の長手方向に亘って設けられている。
【０００６】
　コーナー金具は、上下方向に延びる中心線周りに中央部が鈍角になるように左右に折り
曲げられた鈍角部側板が形成されると共に、この下部には、全体的に外方に膨出した三角
形状の膨出側板が形成されて棚板コーナー部の内側面に配置されている。
【０００７】
　そこで、棚板を取り付けるに際し、この棚板コーナー部の外側面に配置される支柱の外
側から、ボルトを棚板の側壁、コーナー金具を貫通したのちナットで螺着することで４本
の支柱に固定された状態となる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】実開平６－９５２６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　特許文献１のコーナー金具は、角部が鈍角に折り曲げられているので、ボルトが支柱、
棚板、及びコーナー金具を貫通してナットに螺着され、ナットを強固に締め付けていない
状態では、コーナー金具を嵌挿したボルトは棚板の側壁に対して浮き上がった状態になる
。この状態で、ボルトを更に強く締め付けると、コーナー金具の浮き上がりの距離が縮ま
り、コーナー金具の角部は直角に漸近するので、コーナー金具の両側部に設けられた係止
突起は、棚板のコーナー部に向かって移動して棚板側壁の係止孔側壁に当接し、側板と支
柱との結合を確実なものとしている。
【００１０】
　しかしながら、特許文献１では、棚板のコーナー部を各支柱に取り付けるコーナー金具
には２本のボルトが使用されていることから、１枚の棚板を４本の支柱に取り付けるコー
ナー金具には８本のボルトが使用される。このことから、支柱、棚板を支えた状態でコー
ナー金具と支柱、並びに棚板、それぞれの挿通孔どうしの位置合わせ作業が困難となるだ
けでなく、棚板の段数に比例して組立作業に多くの時間を要することになる。
【００１１】
　また、ボルト挿通孔の数が多いと、挿通孔とボルトの遊びの範囲での累積誤差によりス
チール棚に歪みが生じるため、組み立て後に歪みの調整に手間が掛かり、組み立て工数の
増加が余儀なくされていた。
【００１２】
　本発明は、上述した事情に鑑みてなされたもので、支柱に対する棚板コーナー部の組立
作業を単純化して組立工数を削減し、組立て後に剛性を備えることができる組立式スチー
ル棚のコーナー金具、及びその取付け方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明に係る組立式スチール棚用コーナー金具では、コーナー部を中心として直交する
天板外周縁から下方に折り曲げられたスカート部に舌片用係止孔、締結具用係止孔及び位
置決め用係止孔を形成した棚板と、直交する両側面の縦方向に沿って複数の引掛部用係止
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孔を形成した支柱と、前記棚板の両スカート部及び前記支柱の両側面に接合可能に直交す
る側壁を有すると共にこれら両側壁に前記スカート部の各係止孔に夫々係止する舌片及び
位置決め用係止部を備え、且つ、前記支柱両側面の引掛部用係止孔に係止する引掛部を備
えたコーナー金具と、を有して構成される組立式スチール棚に用いるコーナー金具であっ
て、
　前記コーナー金具は、互いに直交する側壁の一方に延設する側端部に前記舌片が突設さ
れると共に他方の側壁に締結具用貫通孔が形成され、前記棚板スカート部の舌片用係止孔
に挿通係止した前記舌片を中心としてコーナー金具を水平回動した際、他方側壁の前記締
結具用貫通孔がスカート部の締結具用係止孔と対応するように構成され、
　前記舌片が、前記コーナー金具の内壁側に向けて段差部を有するカギ形に折曲形成され
、前記段差部は、棚板スカート部の肉厚に対応する段差を形成することによって、前記舌
片用係止孔に挿通した前記舌片を中心としてコーナー金具を水平回動させる際、前記舌片
の段差部が前記舌片用係止孔の周縁に当接保持されてコーナー金具の移動が拘束されると
共に、
　前記コーナー金具の両側壁に位置決め用係止部として、直交する両内側壁からそれぞれ
突設する第１、第２係止突起を備え、前記舌片を中心として前記コーナー金具を水平回動
した際、当該第１、第２係止突起が、直交する両スカート部の前記位置決め用係止孔に夫
々対応するように配置されることによって、前記舌片を中心としてコーナー金具を水平回
動させた際に、前記第１、第２係止突起が両スカート部の前記位置決め用係止孔に夫々係
止される
　ことを特徴とするコーナー金具。
【００１４】
　本発明によれば、コーナー金具の組立時に、棚板スカート部の舌片用係止孔に挿通係止
した舌片を中心とする水平回動のみの単純作業でコーナー金具の締結具用貫通孔をスカー
ト部の締結具用係止孔に対応させることができる。また、コーナー金具を棚板コーナー部
に組付けるに際し、一方側が舌片で係止されているので他方側を１本の締結具（ボルト等
）により締着するだけで足り、ボルト等の本数を大幅に減らすことができるので組立工数
を削減することができる。また、舌片用係止孔に挿通した舌片を中心としてコーナー金具
を水平回動させる際、舌片の段差部が舌片用係止孔の周縁に当接保持されてコーナー金具
の移動が拘束されるので、水平回動時における舌片の抜き出しが防止されて正確な位置合
わせができる。また、舌片を中心としてコーナー金具を水平回動させた際に、第１、第２
係止突起が両スカート部の位置決め用係止孔に夫々係止されるので、単純な水平回動作業
で第１、第２係止突起を両スカート部の位置決め用係止孔に確実に係止することができ、
組立後のコーナー金具に剛性を備えることができる。
【００１５】
　更に、前記第１、第２係止突起の下方に直交する両内側壁からそれぞれ突設する第３、
第４係止突起を備え、前記舌片を中心として前記コーナー金具を水平回動した際、前記第
３、第４係止突起が、両スカート部の下端縁に夫々対応するように配置されることによっ
て、コーナー金具の単純な回動作業で棚板の両スカート部の下端縁を確実に係合保持する
ことができる。
【００１６】
　前記コーナー金具の直交する両側壁上端縁には、前記棚板の天板に対応する位置に係止
片が内側に向けてそれぞれ折曲形成され、前記係止片は、コーナー部の両側壁上端縁に形
成された一対の第１係止片と、前記第１係止片からそれぞれ延設する方向に離間した両側
壁の上端縁に形成された一対の第２係止片とから構成されることによって、コーナー金具
が両側壁の第１係止片と延設部上端縁に離間して設けた一対の第２係止片により棚板コー
ナー部がコーナー金具の間隔の広いスパンで支持されるので、棚板の左右に作用する捩れ
モーメントに対し安定する。
【発明の効果】
【００１７】
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　本発明によれば、コーナー金具の組立作業を単純化すると共に締結具（ボルト）の使用
本数を大幅に減らすことができるので組立工数を削減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】コーナー金具を使用して棚板を支柱に取り付けた組立式スチール棚の一例を示す
部分斜視図である。
【図２】棚板コーナー部にコーナー金具を取付けた状態を示す斜視図である。
【図３】コーナー金具を裏面上方側から見た斜視図である。
【図４】棚板をコーナー部から視た部分斜視図である。
【図５】棚板コーナー部にコーナー金具を取り付ける動作を示す説明図である。
【図６】コーナー金具の組立時におけるコーナー金具と棚板スカート部の対応関係を示す
説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明に係るコーナー金具の実施形態について図面を参照して説明する。
（組立式スチール棚の構成）
　図1～図３に示すように、組立式スチール棚１は、全てスチール鋼板を加工したものか
ら構成されており、矩形状に形成された棚板４と、この棚板４の四隅（コーナー部）に取
付けられる４つのコーナー金具２（図１では１つのみ表示）と、これらコーナー金具２の
係止部（後述する）に係止されて棚板４を水平に保持する４本の支柱２５とが主要な構成
要素となっている。
【００２０】
（棚板の構成）
　棚板４は、図４に示すように平坦な天板５の外周縁から下方に折り曲げられた所定幅の
側壁（スカート部６ａ，６ｂ）が形成されている。棚板２のスカート部６ａ，６ｂは、後
述するコーナー金具が取り付けられるコーナー部の両側にコーナー部を中心として互いに
直交するよう構成されており、コーナー部から離れる方向には係止孔となる一対の横長孔
８ａ，８ｂないし１０ａ，１０ｂが夫々同じ高さ位置に形成されている。
【００２１】
　棚板２の一方のスカート部６ａには、コーナー部から最も離れた位置に横長孔８ｂが形
成されて後述する舌片１８を係止する係止孔（舌片用係止孔）として使用される。他方の
スカート部６ｂにもコーナー部から最も離れた位置に横長孔１０ｂが形成されており、締
結具（ボルト）Ｂを挿通係止するための締結具用係止孔として使用される。
【００２２】
　尚、棚板４の各コーナー部におけるスカート部６ａ，６ｂは、直交する部位に天板５か
ら所定幅の切り込み３０が縦方向に形成されており、棚板スカート部のコーナー部の曲げ
加工を容易にしている。また、スカート部６ａ，６ｂの下端縁は、内方に折り返された折
返し部７が形成することで、下端縁に切断時のバリを設けないようにして作業上の安全性
が図られている。
【００２３】
（コーナー金具の構成）
　コーナー金具２は、互いに直交するコーナー部が下方に突出した縦長側壁３ｃとして形
成され、縦長側壁３ｃの左右両側には側壁３ａ，３ｂが延設している。縦長側壁３ｃの直
交する上端縁には左右一対の第１係止片１２ａ，１２ａと、これら第１係止片１２ａ，１
２ａから延出方向に離間した左右一対の第２係止片１２ｂ，１２ｂとが内側に向けて水平
に折曲形成されている。
【００２４】
　第１係止片１２ａ，１２ａと第２係止片１２ｂ，１２ｂの間には、上端縁から側壁に臨
む切り込み凹部１４が形成されており、第１係止片１２ａ，１２ａと第２係止片１２ｂ，
１２ｂを互いに分離独立している。
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【００２５】
　互いに直交する縦長側壁３ｃの一方に延設する側壁３ａ端部には、舌片１８が突出する
と共に、他方の側壁３ｂの延設部には、締結具（ボルト）用貫通孔２０が形成されている
。舌片１８は、一方のスカート部６ａの横長孔８ｂに挿通係止すると共に他方の締結具（
ボルト）用貫通孔２０は、他方のスカート部６ｂのコーナー部から最も離れた係止具用係
止孔となる横長孔１０ｂに対応するようになっている。
【００２６】
　舌片１８は、図３に示すように、コーナー金具２の内壁側に向けて段差部１８ａを有す
るカギ形に折曲形成され、舌片１８をスカート部６ａの横長孔８ｂに挿通係止することで
、舌片１８を中心としてコーナー金具２を水平回動させる際、舌片１８の段差部１８ａが
横長孔８ｂの周縁に当接保持されてコーナー金具２の移動が拘束されるようになっている
ので、水平回動時における舌片１８の抜き出しが防止されて正確な位置合わせができる。
【００２７】
　また、コーナー金具２の両側壁３ａ，３ｂの下端縁ないし縦長側壁３ｃの下端縁は、湾
曲する曲線で連続しており、連続する両下端縁には内側に折曲した補強用のリブ１５が形
成されている。尚、両側壁３ａ，３ｂの下端縁に形成された補強用のリブ１５は、棚板４
のスカート部６ａ、６ｂの下端を支持することもできる。
【００２８】
　図２に示すように、コーナー金具２の直交するコーナー部に近い縦長側壁３ｃの一方の
側壁３ａ側には、舌片１８と同じ高さ位置に係止部（位置決め用係止部）となる第１係止
突起１５ａが内側壁にプレスなどにより内方に向けて突設されている。
【００２９】
　コーナー金具２の直交するコーナー部に近い縦長側壁３ｃの他方の側壁３ｂ側には、締
結具用貫通孔２０と同じ高さ位置に係止部（位置決め用係止部）となる第２係止突起１５
ｂが内側壁にプレスなどにより内方に向けて突設している。
【００３０】
　コーナー金具２の縦長側壁３ｃの一方の側壁３ａ側に形成された第１係止突起１５ａの
下方、ないし縦長側壁３ｃの他方の側壁３ｂ側に形成された第２係止突起１５ｂの下方に
は、第３係止突起１６ａ及び第４係止突起１６ｂが内側壁にプレスなどにより内方に向け
て突設されている。
【００３１】
　コーナー金具２のコーナー部に近い両縦長側壁３には、縦方向に複数（本実施形態では
３個）の引掛部２２、２４が突設しており、これら引掛部２２は、下方に向く係止爪２２
ａ，２２ｂ，２２ｃとして、また引掛部２４は、下方に向く係止爪２４ａ，２４ｂ，２４
ｃとして逆Ｌ字形にプレスなどにより押出し形成されている。
【００３２】
（支柱の構成）
　支柱２５は、棚板４のコーナー部をコーナー金具２により支持するもので、直交する両
側面の縦方向に沿ってホームベース形の複数の係止孔（引掛部用係止孔）２６、２８がそ
れぞれ一定間隔で配設されている。詳しくは、支柱２５の縦方向に形成された複数の係止
孔２６、２８は、コーナー金具２の両側壁から突設した下方に向く係止爪２２ａ，２２ｂ
，２２ｃ及び２４ａ，２４ｂ，２４ｃの横幅と同じ幅狭な下端辺として形成され、この下
端辺には拡大開口部の一方から連続する傾斜部が形成されている。
【００３３】
（コーナー金具の取付け手順）
　コーナー金具２の組立に際し、図５に示すように、先ずコーナー金具２の互いに直交す
る縦長側壁３ｃから延設する一方の側壁３ａ端部に突設した舌片１８を、棚板４一方のス
カート部６ａに形成した係止孔（舌片用係止孔）となる１つの横長孔８ｂに挿通係止する
。
【００３４】
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　この状態で、コーナー金具２は、図５に示すように舌片１８を中心としてＡ－Ａ軸回り
に回動させると、図６に示すように他方側に延設する側壁３ｂの締結具用貫通孔２０は、
棚板４の他方側のスカート部６ｂのコーナー部から最も離れた締結具用係止孔となる横長
孔１０ｂに正確に対応することができる。
【００３５】
　また、同様にコーナー金具４を水平回動する動作で、直交する両側壁３ａ，３ｂの内側
からそれぞれ突設する複数の係止部（位置決め用係止部）となる第１、第２係止突起１５
ａ，１５ｂが、直交する両スカート部６ａ，６ｂの係止孔（位置決め用係止孔）となるコ
ーナー部に近い左右一対の横長孔８ａ，１０ａに夫々正確に対応することができる。
【００３６】
　さらに、コーナー金具４を水平回動する動作で、第１、第２係止突起１５ａ，１５ｂの
下方の両側壁３ａ，３ｂ内側からそれぞれ突設する第３、第４係止突起１６ａ，１６ｂが
、直交する両スカート部６ａ，６ｂの下端縁に夫々正確に対応することができる。
【００３７】
　そこで、水平回動したコーナー金具４を棚板４のスカート部６ａ，６ｂに向けて押圧す
ることで、コーナー金具４の直交する両内壁から突設した第１、第２係止突起１５ａ，１
５ｂは、直交する両スカート部６ａ，６ｂのコーナー部に近い一対の横長孔８ａ，１０ａ
にそれぞれ挿入係止される。同様に、コーナー金具４を押圧することにより、両内壁から
突設した第３、第４係止突起１６ａ，１６ｂは、直交する両スカート部６ａ，６ｂの下端
縁に夫々係止される。
【００３８】
　最後に、コーナー金具４の押圧により、棚板４の直交するコーナー部の天板５上外周縁
に第１係止片１２ａ，１２ａと第２係止片１２ｂ，１２ｂが係止されると、締結具用貫通
孔２０から１本のボルトＢを横長孔１０ｂに挿通し、これにナットＮを螺着することで、
棚板４のコーナー部にコーナー金具４を確実に取付けることができる。
【００３９】
　このように、コーナー金具４は、棚板スカート部６ａの横長孔８ａに挿通係止した舌片
１８を中心として水平回動するだけの単純作業により、コーナー金具４の第１、第２係止
突起１５ａ，１５ｂが、スカート部６ａ，６ｂの左右一対の横長孔８ａ，１０ａに係止さ
れると共に、第３、第４係止突起１６ａ，１６ｂが両スカート部６ａ，６ｂの下端縁に係
止されるので、棚板スカート部６ａ，６ｂに対し正確に位置決めすることができる。
【００４０】
　これにより、コーナー金具４は、１本のボルトＢを使用して締着するスカート部６ｂの
横長孔１０ｂ及び締結具用貫通孔２０が最小限で済むので、累積誤差が減少し組み立て後
のスチール棚の歪みが少なくなるため、歪みの調整作業が不要となる。
【００４１】
　さらに、位置決めされたコーナー金具４は、１本のボルトＢを締結具用貫通孔２０から
横長孔１０ｂに挿通しナットＮを螺着して締結するだけで、一方の横長孔８ｂに係止して
いる舌片１８と共に棚板４のスカート部６ａ，６ｂに取付けることができるので、ボルト
Ｂの本数を大幅に減らすことができるため組立工数を削減することができる。
【００４２】
　また、コーナー金具２は、直交する縦長側壁３ｃ及び両側壁３ａ，３ｂ上端縁の左右一
対の第１係止片１２ａ，１２ａが、コーナー部から最も離れた棚板４の天板５に間隔の広
いスパンで支持されるので、棚板４の左右に作用する捩れモーメントに対し安定する。
【００４３】
　更に、コーナー金具２のコーナー部における縦長側壁３ｃには、縦方向に下方に向く３
個の係止爪２２ａ，２２ｂ，２２ｃから成る係止部２２ないし、係止爪２４ａ，２４ｂ，
２４ｃから成る係止部２４が逆Ｌ字形にプレスなどにより押出し形成されている。これら
係止爪２２ａ，２２ｂ，２２ｃ及び２４ａ，２４ｂ，２４ｃの横幅は、支柱２５の縦方向
に形成された係止孔２６、２８の傾斜部に連続した下端辺と同じ幅で形成されている。
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【００４４】
　そこで、上記係止爪２２ａ，２２ｂ，２２ｃ及び２４ａ，２４ｂ，２４ｃを、それぞれ
係止孔２６、２８に挿通した状態で落とし込むだけでコーナー金具２を支柱２５に容易に
係止することができる。
【００４５】
　コーナー金具２が、支柱２５に取付けられた状態では、コーナー金具２の同一高さに配
置される一方側端部の舌片１８ないし他方側壁の締結具用貫通孔２０に対し、上下方向に
離間した２２ａ，２２ｂ，２２ｃ及び２４ａ，２４ｂ，２４ｃに支柱２５の複数の係止孔
２６、２８に係止されるので、組み立て後のスチール棚１は、剛性が得られるので支柱２
５に作用する横方向のモーメントに対して安定する。
【００４６】
　前述した実施の形態で示した各構成部材の諸形状や組み合わせ等は一例であって、本発
明の主旨から逸脱しない範囲において設計要求等に基づき種々変更可能である。以上、述
べてきた組立式スチール棚用コーナー金具、及びコーナー金具の取付け方法では、コ、ー
ナー金具２を支持する４本の支柱は、断面形状が互いに直交するＬ字形状のアングル材を
使用した例に付き説明したが、これに限らす、断面四角状の角柱や円柱にも使用すること
ができる。
【符号の説明】
【００４７】
１…組立式スチール棚
２…コーナー金具
４…棚板
５…天板
６ａ，６ｂ…スカート部
８ａ，８ｂ…横長孔
１０ａ…横長孔
１０ｂ…横長孔
１２ａ…第１係止片
１２ｂ…第２係止片
１５ａ…第１係止突起
１５ｂ…第２係止突起
１６ａ…第３係止突起
１６ｂ…第４係止突起
１８…舌片
２０…締結具用貫通孔
２５…支柱
Ｂ…ボルト（締結具）
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コーナー部を中心として直交する天板外周縁から下方に折り曲げられたスカート部に舌
片用係止孔、締結具用係止孔及び位置決め用係止孔を形成した棚板と、直交する両側面の
縦方向に沿って複数の引掛部用係止孔を形成した支柱と、前記棚板の両スカート部及び前
記支柱の両側面に接合可能に直交する側壁を有すると共にこれら両側壁に前記スカート部
の各係止孔に夫々係止する舌片及び位置決め用係止部を備え、且つ、前記支柱両側面の引
掛部用係止孔に係止する引掛部を備えたコーナー金具と、を有して構成される組立式スチ
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ール棚に用いるコーナー金具であって、
　前記コーナー金具は、互いに直交する側壁の一方に延設する側端部に前記舌片が突設さ
れると共に他方の側壁に締結具用貫通孔が形成され、前記棚板スカート部の舌片用係止孔
に挿通係止した前記舌片を中心としてコーナー金具を水平回動した際、他方側壁の前記締
結具用貫通孔がスカート部の締結具用係止孔と対応するように構成され、
　前記舌片が、前記コーナー金具の内壁側に向けて段差部を有するカギ形に折曲形成され
、前記段差部は、棚板スカート部の肉厚に対応する段差を形成することによって、前記舌
片用係止孔に挿通した前記舌片を中心としてコーナー金具を水平回動させる際、前記舌片
の段差部が前記舌片用係止孔の周縁に当接保持されてコーナー金具の移動が拘束されると
共に、
　前記コーナー金具の両側壁に位置決め用係止部として、直交する両内側壁からそれぞれ
突設する第１、第２係止突起を備え、前記舌片を中心として前記コーナー金具を水平回動
した際、当該第１、第２係止突起が、直交する両スカート部の前記位置決め用係止孔に夫
々対応するように配置されることによって、前記舌片を中心としてコーナー金具を水平回
動させた際に、前記第１、第２係止突起が両スカート部の前記位置決め用係止孔に夫々係
止される
　ことを特徴とするコーナー金具。
【請求項２】
　請求項１において、
　更に、前記第１、第２係止突起の下方に直交する両内側壁からそれぞれ突設する第３、
第４係止突起を備え、前記舌片を中心として前記コーナー金具を水平回動した際、当該第
３、第４係止突起が、前記両スカート部の下端縁に夫々対応するように配置される
　ことを特徴とするコーナー金具。
【請求項３】
　請求項１又は２において、
　前記コーナー金具の直交する両側壁上端縁には、前記棚板の天板に対応する位置に係止
片が内側に向けてそれぞれ折曲形成され、前記係止片は、コーナー部の両側壁上端縁に形
成された一対の第１係止片と、前記第１係止片からそれぞれ延設する方向に離間した両側
壁の上端縁に形成された一対の第２係止片とから構成される
　ことを特徴とするコーナー金具。
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